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１ 単元名 

   「たしざん」 

 

２ 単元について 

 （１）教科の内容と児童の実態 

    児童は、幼児期から身の回りのものや人数を数えたり、あわせていくつか考えたりする経験を

している。例えば、朝のお集まりの時間にその日のクラスの人数を当番グループの友達と一緒に

数えたり、プールで宝探しゲームをする際に自分のチームの宝を数えたりといった姿が見られる。

また、すずらんテープで三つ編みを作る際には「この２本をこうして…」「ここをきゅっとしめ

て、下に通すよ」「この穴に通して結ぶよ」など、実物を見せながら数字を用いて友達に分かりや

すく説明する姿がある。このように、数に対する感覚を身に付けている姿や、友達の困り感を受

け止め、一緒に目的を実現しようとする協同的な姿を生かすことで、友達と関わりながら工夫し

て計算の仕方を考えられる児童の姿を目指していく。 

    本単元では、１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を考え理解し、確実にできるよ

うにするとともに、それを用いることができるようにすることをねらいとする。繰り上がりのあ

る計算に取り組むのは初めてで、次学年以降で学習する加法の筆算の基礎となる重要な内容であ

る。児童は、繰り上がりのある計算だと意識はしていないが、繰り上がりのある計算について日

常で数え足し等をして自力で計算している。この力を生かし、導入では買い物ごっこを行う。様々

なお菓子模型を用意しておき、指定された金額内で児童に自由に買い物をさせる。買う人やレジ

の人など自然に役割分担をし、一緒に計算したり、金額内に収まっているか確認したりする姿が

生まれるであろう。まず始めは 10円のお小遣いからスタートし、ぴったり 10円になるように買

っている姿を認めて、式に表していく。足し算場面だということを確認し、次にお小遣いを 15円

に設定する。様々な式ができる中で、自然と繰り上がりのある足し算の式が出てくることが予想

される。そこで、「この買い方で、本当に 15円になるのかな？」と問う。児童は、お金模型や絵、

図、20玉そろばんなどを使って、15円になる証拠を示していくであろう。数え足しや加数分解、

被加数分解などの考えが出てくることが予想されるが、まずは自分の計算方法や友達の計算方法

幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領 

幼児期の終わりまでに育ってほしい 10の姿（3）協同性 

 友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考えたり、工夫したり、協力

したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。 

小学校学習指導要領解説（算数編） 

Ａ数と計算 

（2）加法及び減法に関わる算数的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）加法及び減法の意味について理解し、それらが用いられる場合について知ること。 

（イ）加法及び減法が用いられる場面を式に表したり、式を読み取ったりすること。 

（ウ）１位数と１位数との加法及びその逆の減法の計算が確実にできること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

（ア）数量の関係に着目し、計算の意味や計算の仕方を考えたり、日常生活に生かしたりすること。 



から、自分のやりやすい計算をすることを認めていくようにする。その後、お小遣いを増やした

り、商品を増やしたりする中で、友達と関わりながら 10 のまとまりをつくる良さを実感できる

ようにさせていく。 

このような具体的な買い物ごっこの場面から学ぶことを通して、徐々に計算方法を言葉で説明

する活動やさくらんぼ図を使って計算・説明する活動を進め、念頭操作への移行をスムーズにし

ていく。友達とかかわりながら計算方法を工夫する姿が、これからの算数の場面へもつながって

いくようにしていく。 

 

 （２）本単元で生かされる幼児期の「協同性」の姿 

項目 具体的な姿 

①多様な感情体験を 

味わう 

・買い物をしてみたい、お金を計算してみたいと楽しんで買い物をしてい

る。 

・10のまとまりにならないことで既習事項とは違う考えをしなければなら

ないことを共有している。 

・お店屋さんをもっと楽しくしたいと考えている。 

・前回よりも計算ができるようになったことを喜んでいる。 

②互いの思いや 

考えを共有する 

・計算の手順やさくらんぼ計算を書いたボードを見ながらわけっこ作戦の

やり方を確認し、自分のやりやすい方法を話している。 

③共通の目的に向けて 

考えを伝え合ったり、 

試行錯誤したりする 

・買い物をするために、レジを打ったり、レシートを準備したりするなど、

お店らしくなる工夫をしている。 

・９＋６の計算の仕方を分かりやすく伝えるために、20玉そろばんやお金

模型、ノート等に表現している。 

・工夫して計算するために、自分の考えを友達と伝え合っている。 

 

３ 単元の目標 

 ・１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を考え、確実にできるようにするとともに、それ

を用いることができるようにする。 

 

４ 単元の評価規準 

【関】既習の加減計算や数の構成を基に、１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を考え

ようとしている。（主体的に学習に取り組む態度） 

【考】１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を考え、操作や言葉などを用いて表現した

り工夫したりすることができる。（思考力・判断力・表現力） 

【技】１位数どうしの繰り上がりのある加法計算が確実にできる。（知識・技能） 

【知】10 のまとまりに着目することで、繰り上がりのある加法計算ができることを理解する。（知

識・技能） 

 

 

 

 



５ 単元の指導計画（全８時間） 

学習内容 

児童の思考の流れ 

本時で生かされる 

幼児期の「協同性」の姿 
評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①多様な感情体験を味わう。 

・買い物してみたい、お金を計算してみたいと楽しんで買

い物をしようとしている。 

③共通の目的に向けて考えを伝え合ったり、試行錯誤した

りする。 

・買い物をするために、レジを打ったり、レシートを準備し

たりするなど、お店らしくなる工夫をしている。 

・未習の繰り上がりの足し算について、友達と相談しながら

計算をしている。 

 

 

 

 

①多様な感情体験を味わう。 

・ぴったり 10のまとまりにならないことで既習事項とは違

う考えをしなければならないことを共有している。 

③共通の目的に向けて考えを伝え合ったり、試行錯誤した

りする。 

・９＋６の計算の仕方を分かりやすく伝えるために、20 玉

そろばんやお金模型、ノート等に表現している。 

・考えを伝え合い、似ているところや違うところ、分かりや

すく計算するにはどうしたらいいかなどを話し合ってい

る。 

②互いの思いや考えを共有する。 

・自分や友達の頑張りや良かったことを振り返っている。 

 

 

 

②互いの思いや考えを共有する。 

・計算の手順やさくらんぼ計算を書いたボードを見ながら

わけっこ作戦のやり方を確認し、自分のやりやすい方法

を話している。 

③共通の目的に向けて考えを伝え合ったり、試行錯誤した

りする。 

・被加数が９の繰り上がりの足し算カード８枚を、協力して

完成させたり、完成させたカードを並べたりしている。 

・教師のカードの並べ方を見て、残りのカードを自分たちで

並べようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③共通の目的に向けて考えを伝え合ったり、試行錯誤した

りする。 

・工夫して 10のまとまりを作り、友達と買い物ごっこのや

り取りをしている。 

②互いの思いや考えを共有する。 

・友達の成長に気付き、頑張りを伝えている。 

 

 

 

 

【関】自分なりに買い物

をしようと、既習の加減

計算や数の構成を基に考

えようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】９＋６の計算の仕

方を考え、操作や言葉な

どを用いて説明すること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】１位数どうしの繰

り上がりのある加法計算

は、10 のまとまりをつく

ればよいことを理解して

いる。 

 

 

 

 

 

 

【技】１位数どうしの繰

り上がりのある加法計算

が確実にできる。 

【知】基本的な学習内容

を身に付けている。 

 

 

 

 

【考】10 のまとまりをつ

くることに着目して計算

の仕方を考えている。 

 

 

 

 

 

10円になるのは、いろんな組み

合わせがあるね。 

２時間目  ９＋６はほんとうに 15になるのか、けいさんのしかたをかんがえよう。 

１時間目  おこづかいをもっておかいものをしよう。 

８時間 おこづかいをもっておかいものをしよう。② 

９に１を足して 10。

10と５で 15だよ。 

５～７時間  けいさんれんしゅうをしよう。 

一人 10円か。ぴったりに

なるように買おう。 

ぼく、レジ係をするね。 

３・４時間  10のまとまりさくせんをつかってけいさんしよう。 

どちらを 10のまとまりに

しようか。 

20円のお小遣いで、 

どれを買おうかな。 

20円ぴったりになっていないこ

とを、友達が教えてくれたよ。 

お小遣いが 15円になると、

もっと買えるね。 

９円と６円を５円玉と

1円玉で考えると…。 

いろんなやり方があるね。 

いろんな 10のまとまり

作戦があったね。 

工夫して 10のまとまりが作れる

ようになったよ。 

一つずつ数えたら、

15になったよ。 

みんなで計算したカードを並べ

ると、ひみつが分かったよ。 

まとまり作戦だと 

計算が速いね。 

10のまとまり作戦を使って、

レジで早く計算したいな。 



６ 本時の指導 

第１時   

（1）本時の目標 既習の加減計算や数の構成を基に、指定内の金額で買い物をすることができる。 

（2）評価規準  【関】自分なりに買い物をしようと、既習の加減計算や数の構成を基に考えようとしている。 

（3）学習展開 

学習内容 

・期待される児童の姿 
協同性の姿 〇手立て 評価 

１ 買い物の経験を話し合う。 

・ぼくは〇〇へ買い物に行ったこ

とがあるよ。 

・保育園の時に、バザーで買い物を

したよ。 

・お小遣い 50円を持って、お菓子

を買いに行ったよ。 

 

 

 

 

 

２ 10 円を持って買い物ごっこを

する。 

・10 円お小遣いがあるから、ジュ

ースとグミを買おうかな。 

・あめとキャラメルは買えないよ。

だって… 

・ラムネは５個買えるね。２＋２＋

２＋２＋２＝10だね。 

・私、レジの係をしたいな。 

・いらっしゃいませ。あめ１つとラ

ムネ１つで 10円です。 

・10 円じゃ足りないな。もっと買

い物したいな。 

 

３ 15 円を持って買い物ごっこを

する。 

・さっきよりもっと多く買えるよ。 

・15 円ぴったりにしたいけど、計

算が難しいな。 

・ジュースとチョコレートを買う

と 15円だよ。 

・20玉そろばんで考えてみよう。 

 

４ 買い物した物を紹介し合い、

本当に 15円になっているのか確

認する。 

・１＋９＋５＝15 です。１＋９＝

10、10と５で 15だからです。 

・９＋６は、どうやって計算したら

いいの？ 

・レジでは 20玉そろばんを使って

一つずつ数えてみたよ。 

 

 

 

 

 

①多様な感情体験を味

わう。 

・買い物してみたい、お

金を計算してみたい

と楽しんで買い物を

しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

③共通の目的に向けて

考えを伝え合った

り、試行錯誤したり

する。 

・買い物をするために、

レジを打ったり、レシ

ートを準備したりす

るなど、お店らしくな

る工夫をしている。 

 

 

 

 

 

③共通の目的に向けて

考えを伝え合った

り、試行錯誤したり

する。 

・未習の繰り上がりの

足し算について、友達

と相談しながら計算

をしている。 

 

 

〇日常体験や、保育所でのことを想起

させ、図工や生活科と関連させて商品

を作らせておき、買い物ごっこへ意欲

的に取り組めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇合計 10 円になるように計算してい

る姿や、10円を超えてしまうことを

予想している姿を捉え、全体に広げ

ていく。 

〇自分の買い物だけでなく、自然に友

達の買い物の計算もできるよう、商

品を入れる袋やお盆、レジ等を用意

しておき、自分たちでお店屋さんら

しくできるようにする。 

〇足し算場面であることを理解させ

るために、買ったものを式に表すよ

うに声をかける。 

 

 

〇繰り上がりのある足し算になる買

い物をしている児童を捉え、どのよ

うに計算しているのか把握してお

く。 

 

 

 

 

 

〇１＋９＋５のように 10 のまとまり

を作りやすい式と、９＋６のように

繰り上がりのある足し算の式を比

べて、９＋６が本当に 15 になるの

か確かめる次時への活動につなげ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関】自分な

りに買い物

をしようと、

既習の加減

計算や数の

構成を基に、

考えようと

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おこづかいをもっておかいものをしよう。 

【例】ジュース ９円  あめ ８円  クッキー ７円  

チョコレート６円  せんべい ５円  ガム ４円 

キャラメル３円  ラムネ２円  グミ１円 

９＋６＝15になるのは ほんとうかな？ 



第２時 

（1）本時の目標 ９＋６の計算の仕方を考え、操作や言葉などを用いて説明することができる。 

（2）評価規準  【考】９＋６の計算の仕方を考え、操作や言葉などを用いて説明することができる。 

（3）学習展開 

学習内容 

・期待される児童の姿 
協同性の姿 〇手立て 評価 

１ 本時のめあてを立てる。 

・９＋６＝15になるよ。 

・こんなふうにしてみたら計算できるよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 20玉そろばんやお金模型を使ったり、

ノート等に書いたりして考えを表現す

る。 

・一つずつ数えたら、15になったよ。 

・９に１を足して 10。10と５で 15だよ。 

・お金を卵パックに入れてみたよ。これだ

と 15円って分かりやすい。 

・９円を⑤①①①①、６円を⑤①にして考

えると、⑤⑤で 10、残りの１円玉が５枚。

10と５で 15だよ。 

・いろんなやり方があるね。 

・レジで早く計算するには…。 

・10がいっぱい出てきたね。 

・10を作ったら早く計算できるかな？ 

 

 

 

 

 

 

３ 練習問題を解く。 

・一つずつ数えるよ。 

・10のまとまりを作るよ。 

 

 

 

４ 本時を振り返る。 

・最初は一つずつ数えていたけど、〇〇ち

ゃんの考えを聞いて、10のまとまりを作

るのが分かりやすいと思った。 

・10を超えても計算できるね。 

①多様な感情体験を味わう。 

・10 のまとまりにならないこ

とを知り、既習事項とは違う

考えをしなければならない

ことを共有している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③共通の目的に向けて考えを

伝え合ったり、試行錯誤した

りする。 

・９＋６の計算の仕方を分か

りやすく伝えるために、20

玉そろばんやお金模型、ノー

ト等に表現している。 

・考えを伝え合い、似ていると

ころや違うところ、分かりや

すく計算するにはどうした

らいいかなどを話し合って

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②互いの思いや考えを共有す

る。 

・自分や友達の頑張りや良か

ったことを振り返っている。 

〇前時を想起させ、１

＋９＋５のように 10

のまとまりを作りや

すい式と、９＋６の

ようにすぐには 10の

まとまりを作れない

式を比べ、どのよう

に考えればいいのか

を考えられるように

する。 

 

 

 

 

〇困っている児童に

は、まずは順番に数

えさせてみて 15にな

ることを確かめるよ

う促す。それからお

金模型やノート等で

表現させたり、友達

と一緒に考えたりで

きるようにする。 

〇10 のまとまりを意識

できるよう、卵パッ

クを用意しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇お店屋さんのお菓子

を用いた繰り上がり

問題を解かせる。終

わったら自分で問題

作りができるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】９＋６

の計算の仕

方を考え、操

作や言葉な

どを用いて

説明するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９＋６はほんとうに 15になるのか、けいさんのしかたをかんがえよう。 

10よりおおきいけいさんは、一つずつかぞえたり 

10のまとまりをつくったりしたらけいさんできる。 



第３・４時 

（1）本時の目標 一位数同士の繰り上がりのある加法計算を、10のまとまりをつくって計算することができる。 

（2）評価規準  【知】１位数どうしの繰り上がりのある加法計算は、10のまとまりをつくればよいことを理解してい

る。 

（3）学習展開 

学習内容 

・期待される児童の姿 
協同性の姿 〇手立て 評価 

１ 前時を振り返り、本時のめあ

てを立てる。 

・10 のまとまりを作って計算した

ね。 

・わけっこ作戦をしたね。 

 

 

 

２ 計算の仕方を確認し、被加数

が９の計算をする。 

・どれを 10にしようかな。 

・この問題、始めが９ばっかりだ！ 

・９を 10 にするのが簡単そうだ

な。 

・みんなのカードを並べてみよう。 

・あれ？これ計算しなくても答え

が分かったよ。 

・９＋５だったら、５より１小さい

４で 14。 

 

 

 

 

３ 被加数が９以外の１位数同士

の繰り上がりの足し算のカード

の計算をし、カードを並べる。 

・どれを 10のまとまりにしようか

な。 

・もう少しで全部のカードが解け

るぞ！ 

 

 

 

 

 

４ 並べたカードを見て気付いた

ことを発表する。 

・縦に見ると、式の左の数が同じだ

よ。 

・横に見ると、式の右の数が同じだ

よ。 

・ななめに見ると、答えが同じだ

よ。 

 

 

５ 練習問題を解く。 

６ 本時を振り返る。 

・10 のまとまりを作って計算でき

た。 

・カードを並べたら秘密が分かっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②互いの思いや考えを共有す

る。 

・計算の手順やさくらんぼ計算

を書いたボードを見ながら 10

のまとまり作戦を確認し、自分

の計算しやすい方法を話し合

っている。 

③共通の目的に向けて考えを伝

え合ったり、試行錯誤したり

する。 

・被加数が９の繰り上がりの足

し算カード８枚を、協力して完

成させたり、完成させたカード

を並べたりしている。 

 

③共通の目的に向けて考えを伝

え合ったり、試行錯誤したり

する。 

・教師のカードの並べ方を見て、

残りのカードを自分たちで並

べようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②互いの思いや考えを共有す

る。 

・自分や友達の頑張りや良かっ

たことを振り返っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇計算の手順や、さくらんぼ

計算の仕方を児童の言葉

をつなぎながら共有し、自

分に適した方法で計算で

きるようにする。 

〇被加数が９の足し算問題

をカードにしておき、自分

が挑戦したいカードの問

題を解けるようにしてお

く。 

 

 

 

 

 

〇どのように 10 のまとまり

を作っているのか確認し、

次の活動につなげる。 

〇以後の活動につなげるた

めに、出来上がったカード

を縦は被加数が同じ、横は

加数が同じになるように

並べる。始めは教師が並べ

るようにし、少しずつ子ど

もたちに任せるようにし

ていく。 

 

〇２＋９や９＋２などの答

えが同じカードを取り上げ、

どのように 10 のまとまりを

作ったのか説明させること

で、加数分解や被加数分解の

理解へつなげる。 

 

 

 

 

 

〇次時からやりたいことを

話し合いながら、もう一度買

い物ごっこをすることを予

告しておき、早く計算できる

ようになりたい気持ちを高

めておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】１位数

どうしの繰

り上がりの

ある加法計

算は、10のま

とまりをつ

くればよい

ことを理解

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10のまとまりさくせんをつかってけいさんしよう。 

いろんな 10のまとまりのつくりかたがあるね。 



第５～７時 

（1）本時の目標 加法の計算能力を伸ばすことができる。 

（2）評価規準  【技】１位数どうしの繰り上がりのある加法計算が確実にできる。 

【知】基本的な学習内容を身に付けている。 

 

第８時  

（1）本時の目標 どのような品物の組み合わせでも、工夫して 10のまとまりを作って計算することができる。 

（2）評価規準  【考】10のまとまりをつくることに着目して計算の仕方を考えている。 

（3）学習展開 

学習内容 

・期待される児童の姿 
協同性の姿 〇手立て 評価 

１ 本時のめあてを立てる。 

 

 

 

 

２ お小遣いを持って買い物ごっこを

する。 

・20円お小遣いがあるから、どれを買お

うかな。 

・〇〇くんの作ったお菓子、おいしそ

う。 

・あれ？これだと 20 円ぴったりになら

ないよ。 

・おつりを作ろうかな？ 

・〇〇くん、計算が速くなったね。 

 

３ 買い物した物を紹介し合い、本当に

20円になっているのか確認する。 

・計算したら、20になっているよ。 

・10のまとまりを作ったらいいね。 

・ぼくは 20円になっていなかったけど、

〇〇ちゃんが計算して教えてくれた

よ。 

 

 

 

 

４ 本時を振り返る。 

・買うものが多くなっても、10のまとま

りを作るとうまく計算できた。 

・〇〇ちゃんが、計算が速くなっていて

びっくりした。 

 

 

 

 

 

③共通の目的に向けて考えを伝

え合ったり、試行錯誤したり

する。 

・工夫して 10 のまとまりを作

り、友達と買い物ごっこのや

り取りをしている。 

②互いの思いや考えを共有す

る。 

・友達の成長に気付き、頑張り

を伝えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②互いの思いや考えを共有す

る。 

・自分や友達の頑張りや良かっ

たことを振り返っている。 

 

 

 

 

 

〇20円で買い物をさせ、

買い手と売り手を交

代しながら楽しめる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

〇10 のまとまりに着目

して計算している姿を

認めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】10のま

とまりをつ

くることに

着目して計

算の仕方を

考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おこづかいをもっておかいものをしよう。② 

くふうして 10のまとまりをつくると、けいさんできた。 


